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こんにちは こちらは入間市教育委員会です

この家庭教育応援通信では

子育てに必要な情報を皆様にお伝えしていきます。

今回は今から30年ほど前に

国連で採択された「子どもの権利条約」に

ついてお伝えしていきます。

子どもは「権利の主体」である

という考え方、知っていましたか？
入間市マスコットキャラクター

「いるティー」



「保護の対象」から「権利の主体」へ

子どもの権利条約は、1989年国連で採択されました。

日本では 1994 年に発効しています。

この条約は、子どもは「弱くておとなから守られる存
在」だという考え方から、それだけではなくて、子ども
も「ひとりの人間として人権（権利）をもっている」、
つまり、子どもは「権利の主体」だという考え方に大き
く転換させた条約なのです。



「子どもの権利条約」の特徴

子どもに対して、

おとなと同様にひとりの人間としてもつ様々な権利を認める

と同時に、

成長の過程にあって保護や配慮が必要な子どもならではの権

利も定めている

のが、この条約の特徴です。

おとなが勝手に「子どもにいいこと」を決めつけ、それを
押しつけることはできない、ということを意味しています。



子どもは人権をもっている

条約名の「子どもの権利（child rights）」は、「子ども
の人権（human rights of children）」と同じ意味です。

子どもは生まれながらに人権（権利）をもっていて、そ
れは、義務と引き換えに与えられるものではありません。、
また、何かをしないと取り上げられるものでもありません。

子どもの権利条約では、1条から40条にかけてさまざま
な権利が定められています。





子どもの権利や自由

今の日本で、子どもの権利や自由は十分に保障されて
いるでしょうか。



子どもにわかるように

ユニセフのホームページでは、子どもにもわかりやすい

学習サイトを開設して紹介しています。一度、ご覧になっ
てみませんか。



基本となる原則

子どもの権利条約の定める様々な権利には共通する基本

的な考え方があり、「４つの原則」と呼ばれています。こ

の原則は日本の「子ども基本法」にも取り入れられました。

4つの原則とは

生存・生命・発達の権利 子どもの意見の尊重

差別の禁止 子どもの最善の利益 です。



子どもの権利条約 ４つの原則

生命、生存及び発達に対する権利（命を守られ成長できること）

すべての子どもの命が守られ、もって生まれた能力を十分
に伸ばして成長できるよう、医療、教育、生活への支援など
を受けることが保障されます。

子どもの意見の尊重（子どもが意味のある参加ができること）

子どもは自分に関係のある事柄について自由に意見を表す
ことができ、おとなはその意見を子どもの発達に応じて十分
に考慮します。



子どもの権利条約 ４つの原則

差別の禁止（差別のないこと）

すべての子どもは、子ども自身や親の人種や国籍、性、意
見、障がい、経済状況などどんな理由でも差別されず、条約
の定めるすべての権利が保障されます。

子どもの最善の利益（子どもにとって最もよいこと）

子どもに関することが決められ、行われる時は、「その子
どもにとって最もよいことは何か」を第一に考えます。



意見表明の権利

子どもの意見の尊重とは、子どもに意見表明権（意見
を聴かれる権利）を保障したものです。

これは子どもたちに自分に関係する全ての事柄につい
て、おとなに対して意見を述べ、その意見がおとなに
よって十分に聴かれる権利を認めたものです。

おとなは、子どもたちの気持ちや意見を聞く場を設け、
その子どもにとっての「最善の利益」となる結論
が見いだされるようにする義務があるのです。



条約の認知度

では、子どもの権利条約について、どれくらいの人が知っ
ているのでしょうか。調査によると、日本では

子ども 内容までよく知っている ９％

内容について少し知っている ２４％

おとな 内容まで知っている ２％

内容について少し知っている １４％ です。
（２０１９年 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン調査）

しかし、スウェーデンでは、子どもの権利条約を反映して
子どもたちが就学前から権利について学んでいます。



スウェーデンの教育

保育園では、先生が「何を学んでる時一番楽しい？」

「どんなことが出来るようになりたい？」と質問して一人

ひとりの答えを書き留め、実際に子どもたちに体験させる

そうです。すると、子どもは「自分の願いは聞き入れられ

る」ことと同時に、興味や出来ることは一人一人違うこと

などの多様性も自然に学んでいきます。

また、ある小学校では、児童が新しいアスレチックを要

望して児童代表が学校と話し合った結果、校長が設置を許

可しています。



自分は社会に影響を与えられる

こども家庭庁設立時にスウェーデンを視察した人が、高
校生たちに「選挙に行くか」と聞いたそうです。

すると彼らが「行くよ。どうして？」と言うので日本の
投票率の低さを伝えたところ、次のように返ってきました。

「なんで行かないの？それは民主主義じゃないよ。自分
の一票が社会に影響を与えるのに。」

残念ながら、日本の若者は「自分の行動で国や社会を変
えられると思う」割合が低いとの調査結果があります。



18歳意識調査–国や社会に対する意識（6カ国調査）日本財団 2022年



意見を聞くことは甘やかしではない

子どもの意見（思い）を聞くことは甘やかすことになる
のではないか、という人もいます。

しかし、それは間違いです。子どもの権利条約は、子ど
もの言うことをすべて聞くように、と言っているのではあ
りません。

受け入れられないことは、きちんと子どもに伝えます。
そのうえで、子どもにとっての最善の結果を目指して対話
を続けることを求めているのです。



自分の人生を生きるために

子どもには自分の人生を自分で生きていく権利がありま

す。

ですから、親が、子ども時代の自分と、目の前の子ども

とは別人であることを自覚することも重要です。

また、今は、予測不可能な時代であると言われています。

親が子どものためによかれと思ってやらせたことが、その

子のためになるとは保証されません。



おとなのすべきこと

おとなのすべきことは何でしょうか。

権利があることを教え、日常生活で具体的に経験させ、
権利の行使に必要なスキルを身につけさせることでしょ
う。

➢その子の意見（思い）をよく聞き

➢おとなとして予想できることや選択肢を伝えてあげて

➢子どもの失敗を見守りながら

➢課題の整理を手助けして

➢子どもの決定を励ましサポートしていくこと



子どもの権利について

今回は子どもの権利条約についてお伝えしました。

日本では、まだ十分に周知されているとは言えません。子ども

は守られるべき存在であると同時に、権利の主体でもあることを

おとなが正しく理解することが必要です。

そして、全ての子どもが健やかに成長していくことが保障され

る社会でなければなりません。スウェーデンでは、1960年代に

95％あった子どもへの体罰が、いまでは２%にまで減っているそ

うです。

子どもの権利条約について、改めて学んでみませんか。



アンケートへのご協力のお願い

本通信の今後の向上のため、下記のURLをクリックしてアンケー
トにご協力ください

https://forms.gle/CrB8eCNenk7pfecw5

ありがとうございました

https://forms.gle/CrB8eCNenk7pfecw5

